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授業外学習 テキスト、教材

　子どもの観察 『保育原理』民秋言編（萌文書林）

参考書 受講生へのメッセージ

　経験に基づいた講義をしますので、よく聴き、疑問に思ったこ
とはどんどん質問して、保育に関する基本的な知識をどれだけ
得ることが出来たかを評価します。

出席 授業態度 レポート 期末試験 その他
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第14回 これからの保育課題

第15回 まとめ

評価方法と基準 評価項目と割合（％）

第11回 保育の計画　・・・教育課程・保育課程

第12回 保育の計画　・・・保育の計画と記録・評価

第13回 連携の方法

第8回 保育の方法・形態　・・・保育の形態

第9回 保育の環境　・・・保育の場・環境

第10回 保育の環境　・・・幼児の安全教育

第5回 保育所保育指針

第6回 保育の現状と制度

第7回 保育の方法・形態　・・・保育の方法的原理

第2回 保育の思想から学ぶ

第3回 子ども理解　・・・子どもの発達

第4回 子ども理解　・・・子どもの言動理解

授業概要

　保育に関する基本的な考え方を身につけることを目的とする。そのために、保育所や幼稚園における保育の理念、方法、環境、
計画など保育をするうえで必要な基本的事項について説明する。また、保育の歴史や思想、保育の意義や目的を学び、社会の変
化、家庭状況の変化等に応じた保育のあり方を多様な視点からアプローチしていく姿勢・資質を身につけていく。また、家庭・地域
との連携についても言及する。

到達目標

・保育の意義、保育の基本について理解する。

・保育所保育指針における保育の内容と方法について理解する。

・保育の思想、歴史的変遷について理解し、現状と課題について考察する。授業計画

第1回 保育とは何か

授業形態 授業形式 講義 履修形態 必修

担当教員名 国広　勝代 年度 平成28年度

基準年次 1年次 開講期 前期 単位数 2

至誠館大学

科目名 保育原理　 コード 1262

英語表記 Principle of child care and education


